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がん薬物療法看護認定看護師となりました、星山紗恵里です。

私は、当院での勤務をきっかけにがん薬物療法看護に携わるようになりました。
抗がん剤治療に不安を抱えながら治療される方や、治療による副作用症状に悩
む方々と関わる中で、安心して治療が受けられるよう、専門的な知識・技術を修
得したいと考え認定看護師を目指しました。

がん薬物療法を受ける患者さんが、安全に治療を受けられるように投薬管理か
ら副作用のマネジメント、セルフケアの実践ができるよう支援させていただきたい
と思います。一人ひとりの患者さんとその家族の価値観を大切に、QOLを維持す

るため専門性のある看護提供ができるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。 文責：星山 紗恵里

糖尿病看護認定看護師となりました、田尻顕です。

私は糖尿病を持つ患者さんが、どう看護すればその人らしく生活できるのか、
知識や技術が不足していると痛感し、糖尿病看護認定看護師を目指しました。看
護研修学校では、北は青森、南は沖縄まで様々な施設の仲間に出会え、専門的
知識や技術を1年間、楽しく学び認定看護師になりました。
日本での糖尿病患者さんは、未治療や予備軍を合わせるとおよそ2000万人と
いわれています。若年の1型糖尿病から高齢の2型糖尿病、妊娠糖尿病やステロ

イド使用時の糖尿病など多岐にわたります。様々なライフステージの患者さんが、
その人らしく疾患と上手くつきあいながら生活できるように、看護を行っていきた
いと思っています。そのためには療養指導士さんはじめ、他職種での介入が必
要となります。至らない点も多いと思いますがご指導やご協力をお願いいたしま
す。 文責：田尻 顕

皮膚・排泄ケア認定看護師になりました、下須詩帆です。
2023年5月から12月まで研修を受け、10月に行われた認定審査に無事合格す

る事が出来ました。ストーマを造設された患者の不安や苦痛の軽減、社会復帰に
向けて関わる際の対応に悩むことも多く、より専門的に学びたいと思い、認定看
護師を目指しました。

皮膚・排泄ケア領域は排泄ケアやスキンケアなど患者の生活の質に大きく関わ
る分野です。入院中から在宅に至るまで患者・家族の抱えている問題や思いに
寄り添いケアを提供していきたいと思います。知識も浅く頼りない部分もあります
が、活動しながら習得した知識を更に深め、実践に移していきたいと思いますの
でよろしくお願いします。 文責：下須 詩帆


